
リスクマネジメント研修

危険予知訓練（ＫＹＴ）

③認知症の利用者



次のイラストを見て、下記の観点から話し合ってみましょう。

①どのような危険が考えられるか？

その絵を見て，どのような危険が考えられるか？なぜなのか？

意見を出し合う。

②どうすればその危険をなくすことができるのか？

①で出された、考えられる危険に対して、どうすればその危険

をなくすことができるのか、対策について意見を出し合う。

※様々な意見が出ること、自由な発想で考えることが大切です。



デイサービスでの認知症の利用者です。



例えば次のようなことが考えられます。

これを正解とするのではなく、自由な発想でいろいろな意見が出ること、

他者の意見を否定しないこと、皆で意見交換すること等を大切にして下さい。

①どのような危険が考えられるか？

・イスに手すりがないためそのまま立ち上がり、バランスを崩して転倒するか

もしれない。

・認知症の方は実際にあった例で、ガラス戸に突進したり、机の上に立って

ハエを追ったり、予測できない行動に及ぶことがある。

②どうしたらその危険を無くせるか？

・手すりのついた椅子にきちんと腰掛けていただく。

・本人の興味のあることをしていただく。
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